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日
で
す

全
国
区
が
比
例
代
表
制
に
変
わ
り
ま
す

co
湾
総
門
間
一
は
愛
落
縁
築
家
公
也
宗
門
日
で
す
。
叫
怒
毒
務
付
時
午
紡
7
酷
吋
か
ら
午
後
6
時
ま
匹
、
行
っ
て

い
ま
す
の
で
必
ら
ず
結
締
離
し
ま
し
ょ
え
今
盗
品
千
品
山
骨
鐙
区
じ
つ
い
て
は
比
例
代
表
滋
挙
に
、
液
製
A

区
に
つ
い
て
は
撃
量
警
護
の
主
義
的
て
位
打
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
蓄
積
綾
部
議
長
山
間

襲

撃

(

翠

喜

一

)

拡

政

党

季

、

暴

援

護

三

塁

議

}

は

AZで
ど
お

η然
人
名
を
記
入

し
ま
す
の
で
間
関
裁
い
の
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

船
舶
問
夜
間
敬
一

「
い
滑
油
一
宮
ιい

よ

1
、
綴
人
か
ら
政
党
へ
の
滋
拳

今
ま
で
の
喜
?
に
総
人
個
人
め
機
拙
刑

者
に
紋
燃
す
る
的
で
は
な
く
、
政
党
に

投
薬
す
る
方
式
で
す
。

2
、
後
縁
地
噛
は
歌
曲
礼
的
名
簿
F
N
絞
る

持
政
党
は
臨
補
殺
を
曲
線
H
V
.

願
泣
を

つ
け
て
名
出
向
を
綴
帯
一
訟
に
山
出
し
ま
ん
令
。

為
住
肺
結
は
名
簿
や
、
そ
の
政
党
的
政
策

等
を
よ
く
み
て
築
山
総
即
応
も
込
め
ま
寸

E

3
、
投
薬
幽
用
紙
に
は
殺
党
名
を

持
川
鉄
総
紙
(
白
色
に
み
イ
ン
夕
、
に

は
相
関
人
名
て
は
令
く
政
党
名
を
記
入
し

ま
す
c

隣
人
会
本
あ
出
入
す
る
と
鱗
効
に

な
り
ま
す
ョ

投
票
日
記
防
相
続
に
は
、
同
組
け
山
山
れ
い
政
務

の
名
紘
お
よ
が
時
私
的
み
が
初
判
が
さ
れ

て
お
り
、
般
協
者
約
氏
名
は
お
示
し
て

あ
り
ま
せ
ん
的
で
限
必
い
の
な
い
よ
ヲ

気
を
ウ
け
て
下
さ
い
。

投
開
制
所
で
銭
援
す
る
と
襲
、
校
干
第
十
記

総
所
に
院
総
務
的
氏
名
待
が
替
市
さ
れ

て
い
ま
す
的
ぞ
よ
く
蕗
認
し
て
数
熟
胤

紙
一
務
い
女
色
に
然
的
イ
ン
タ
〉
に
加
間

人
名
長
↓
記
入
し
殺
級

L
ま
す
。

佼
緩
や
旅
行
な
ど
で

総
合
の
惑
い
方

一
小
夜
高
官
投
薬
を

や
む
を
え
な
い
用
務
め
れ
~
的
、
上
出
8

E震輯
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投
票
率
は
県
下
最
下
位

7
2統
掛
地
方
選
挙
)

ム
率
下
げ
る

一
お
代
・
初
代

ニ
と
し
は
選
挙
的
年
。
?
で
に
l
n月

に
ふ
市
長
選
挙
、

A
-
H
n
に
同
町
議
会
議
異
議

帯
が
一
行
わ
れ
ま
し
h
f
τ

ー
持
率
量
的
役
撃
は
出
‘
泊

均
的
関
倒
的
治
政
哨
憾
に
持
比
べ
て
W
M
w
m
N
ハ〆

加
代
以
上
と
叩
歳
も
}
と
に
分
け
る
と
、

市
U
F盤
、
謀
議
w
m
K
L投
薬
平
が
品
取
れ

し
こ
立
勺
で
い
ま
す
羽
ま
た
初
代
的
殺
が
山

市
中
も
紙
〈
主
っ
て
い
ま
す
泊

二
れ
は
、
術
開
拭
唱
地
に
お
い
て
も
ゥ
と

も
投
鉄
事
的
向
か
っ
た
惜
即
日
枚
数
段
、

も
っ
と
も
低
か
っ
た
務
部
筏
致
反
そ
し

て
平
均
俄
告
訴
し
た
第
日
殺
榔
取
は
そ
れ

ぞ
れ
に
会
鴻
し
て
い
え
る
こ
と
で
す
む

約
い

A
aさ
ん
的
資
料
相
を
刑
期
待
し
ま
A
Y
C

7

選
挙
叶
官
級
rvuN
門会

3
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国民
年金

、，
、-びあ総614特

先
人
の
誘
り
が
、
今
、
よ
み
*
か
え
る

(

(

(

{

(

(

(

(

 

「
我
孫
子
陸
三
ヒ
議
I
E
4手

術
史
資
料
弱
者
ヨ
議
r
L
」

4
q
T
千

「
我
孫
子
術
絞
殺
料
‘
金
お
文
総
と
で
、
か
つ
て
な
く
滋
時
町
民
栄
魚
川
伯
、

闘
い
が
判
明
む
さ
れ
ま
し
た
&
今
雷
同
日
特
甘
い
い
俗
的
仰
の
あ
り
ょ
う
が
、
い
き
い
き

金
遊
物
な
ど
が
以
U

持
さ
れ
て
い
ま
?
。
と
一
小
各
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
ω

近

従
来
的
金
石
文
資
料
厳
に
は
、
中
機
織
で
は
金
お
文
総
燃
が
滋
発
と
な
っ
て

以
約
を
斜
線
し
た
も
の
が
多
く
あ
り
い
ま
ふ
す
が
‘
本
製
H
H
、
そ
の
先
陣
械
を
つ

ま
し
ナ
τ
し
か
し
、
地
一
花
的
金
訂
作
人
け
た
も
の
と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
、
ー

は
中
鋭
以
約
は
比
絞
約
合
な
く
も
そ
お
5
版
3
8
0
…
汽
車
尽
に
は
品
誠
治

的
大
部
分
は
近
世
以
降
め
も
の
で
す

φ

文
総
合
川
3
品
哲
の
資
料
開
材
料
仰
が
つ
け
ら
れ

そ
こ
で
今
制
聞
は
、
豆
、
義
的
も
て
い
ま
す
。
お
求
め
は
喜
皇
室

内
め
第
討
も
試
み
法
し
hr、
そ
の

ψ

」
税
務
で
。
制
悩
は
4
0
0
0
問
で
す
u

結
婚
時
周
年
の
ご
犬
婚
は
な
連
絡
を

「
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
し

(
器
開
問
一
健
藤
J

菜
食
逼
ま
た
却
こ

E
Z
n
Zの

ひ
と
つ
る
有

戸

保

険

¥

官

F4125Jノ
章

一

S

E
し
て
議
日
周
年
を
雪
た
夫
婦

V
問
い
合
わ
せ
福
義
殺
人
壁
係

会
鋭
紹
子
る
た
め
.
ぶ
念
品
と
し
て
総
選
固
ま
れ
る
色
紙

保
数
紙
は
、
皆
さ
ん
が
山
明
付
制
執
呼
で
寸
前
は
大
洲
明
日
い
保
持
し
ま
し
ょ
う
m

紙
を
ぬ
殺
し
ま
す
。
核
市
測
す
る
だ
は
、
髄
医
曹
薗
劃
狙
橿
劃
阻
国

g
g
B橿
闘

す
差
け
る
と
き
に
‘
患
の
滋
援
万
一
-
保
総
統
率
先
‘
棄
し
K

6

丹
羽
目
ま
で
に
市
役
所
署
雪
た
覇
、
一
一
一

j

一

弘

一

睡

奪
あ
る
こ
と
を
一
証
明
す
る
と
と
も
に
撃
は
雲
行
い
た

t
ま

す

の

で

、

身

益

三

喜

に

申

し

出

て

く

だ

胆

¥

ザ

ー

γ
幽
聞

大

切

妻

言

Zあ
り

ま

す

。

露

骨

主

?

。

も

の

言

語

紙

、

さ

い

。

闘

¥z一

一

い

謀

議

副

総
が
な
け
れ
ば
、
震
の
給
付
一
襲
撃
ま
あ
る
身
分
筆
奪
)
と
印

V
対
象
央
岨
用
語
8
年

9
?
Z
圃醐恥
1

1

.

ぃ
墨
璽
磁
瀦
副

書
7
習
を
受
け
る
ニ
と
は
で
き
警
品
対
審
し
て
、
議
出
主
主
主
ら
隠
す
年

8
5日
ま
で
に
草
L
、

瞳

F
同
い
ト
民
謡
欝
醐

ま

せ

ん

。

所

で

申

務

手

緩

き

を

し

て

く

だ

普

い

。

議

と

も

撃

で

市

内

じ

務

総

し

て

い

園

周

i
h
a
E
E
B
E
E
畠

街
効
総
額
が
ぬ
ぎ
て
い
た
り
、
汚
れ

V
問
い
告
お
せ
際
保
年
金
認
凶
銀
総

話
ー
な
保
険
誕
は
無
効
で
拙
践
で
き

1
1
i
H
H
U川
市

A

f

:

は
い
一
討
に
日
時
計
弘
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

雲
に
よ
品
せ
ら
れ
ま
す
e

議

経

制

hill-司

紘
一
人
一
山
制
限

対
一

5
一
試

i
止

綴

rLMll刈

側

一

人

一

醐

鱗

端
一
4
一
成
l

間
内

側
一
人
一

M
m
z

同

附
司
判
例

者

一

一

一
M

H

H

唆
寸
1
4
内
i
判

桝
一
一
一
一
側
i

糊

J
 

M

守
中
持

1
一
献
…
最
!
量

榔

一

四

↑

機

制
利
一
軒
第
一
待

一h
m

…

所

制
一
空
輸
附
…
料
開

A自営高島出湾や鋭的年金言語君主をやめた方結言語民年金へ

罰
持
団
埠
2
一戸

線
総
県
営
住
宅
的
入
射
殺
智
一
老
を

次
め
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

V
入
居
糞
悼
惜
*
市
内
在
住
、
京
臨
知
的

人
物
殺
に
住
宅
に
出
間
耐
射
し
て
い
る
人

ま
再
定
制
月
収
鋭
が
8
万
7
9
0
0
m門か

ら
H
t
H
1
0
9
0
m門
的
人
(
開
制
祁
間
部

分
機
嫌
胤
同
級
京
お
よ
が
匂
問
削
向
刊
訂
年
"
。

月
か
ら
一
初
年
6
H月
ま
で
の
九
日
制
収
入
的

い
ず
れ
も
が
楽
章
、

3
的
鋭
を
総
え
な

い
こ
と
)

V
募
集
期
制
問

6
刃向
μ
呂
(
会
)
か
ら
7

同月
8
白
羽
(
金
)
ま
で

V
申
込
幽
官
時
崎
拓
苦
議
議
議
‘
各
支
配
問
、

議
終
一
耐
に
瑚
都
品

vmい
脅
b
せ
総
務
相
制
導
課

な
お
、

I
巻
(
5
9
0
0
m門可
nu

一

巻
(
6
0
0
0
m門
〉
も
脱
売
中
で
?
。
一

瞥
問
い
合
わ
せ
裕
史
泌
さ
ん
宗
一

d

司時
h
女
卦
布
図
も
つ
い
て
い
迭
す
一

スリップ事故に誠意
梅言語略法、毎キス守ップ著書故が多発する季節です。

腐のときはドライパーもき善行者もたいへんを晃若手が授

くなります。事詩の誌の遂事事i立後滋iこ。

一募集団地一
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古

i
第
4
間
市
民
講
座
金
募
集

i

知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
郷
土

的
良
ぎ
を
決
め
つ
つ
、
議
し
い
鈴
僚
と

仲
良
〈
悌
一
刻
し
て
み
ま
せ
ん
か
絹

wv
定
員
削
名
〈
応
募
者
多
数
町
一
場
合

は
術
綴
一

wvm世
輔
酬
昆
緩
刷
刷
淡
の
と
お
り
(
い
ず

れ
も
本
限
時
都
約
叩
時
か
ら
流
や
ま
で
)

V
繁
一
総
議
問
問
中
炎
公
民
滋

V
申
し
込
み
官
製
往
復
ハ
ず
々
に
総

所
、
氏
名
(
ふ
り
が
な
一
、
殺
判
明
‘
年

齢
、
軍
務
且
骨
惨
を
記
入
し
、

6
丹
治
時

{
火
、
尚
一
日
淑
印
有
効
〉
ま
ぞ
に
我
日
郁

子
新
毘
話
、
殺
孫
子
中
市
中
央
公
民
が
市

日
山
議
出
凶
係
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
時

vm問
い
合
わ
骨
中
央
公
民
総

器
凡
仰
…

h
G
5
1
5

警j盟担 11

jiij;jiiijij 
;!?山

色
で
頭
上
に
も
拙
悶
に
も
山
鳥
褐
曲
}
的

縦
申
靴
、
下
部
M
M
諸
問
也
、
絡
め
先
端

が
内
口
い
、
地
味
な
ゑ
都
町
白
崎
で
す
司

柑
都
市
臨
む
絞
み
、
組
〈
て
骨
肉
い
滅

工
号
ヲ
な
声
で
，
h
y
ヒ

f

ヒ
y

と
7
i
J
と
な
さ
立
が
ら
緯
い

あ
が
り
マ
ジ
ヤ
y
ジ
ャ
ツ
ジ
ヤ

J

し

と
な
き
な
が
ら
お
り
て
き
て
、
前
'

だ
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検
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反
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燦
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を
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滋
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砂語講話奇 望退it討中央事長会主可
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場事砂芳雄頭(重品鐘墨塁亙雪
m襲撃少年存自主誕霊電波絡協議会的革、 総務主主治記法務行例〈尼寺 22主主阪

市内の青少年を浴室長!ごしだ守主32 令議官号〉築 158条芸誌1演じりi認定

Fちrr~混濁霊霊 <::'1<1:，際ffi71æ産1ii: 8のキザンブ毛筆雪聖書患い孝之言。白然 lこぶり右前E言語議室窒の義者向!こともな

ど℃休んといる言語、そ子どもだちじり のヰコで縦しい築の時惑い吐i竜王っくり う盗用料の滋疑事務をく関〉予主き幸子

t宣言語をしてくれるあの綴録薮行い

怒号to
..勤務先 定期~tt::き線湾震霊

歩襲撃議 後ffiく事導員4霊祭仁限る〉

砂録手軽人喜善 意霊差是しだ万tJを~1 拐

をl*J'時予定

'砂採熔翼露関 8)'寺え?をう必要iこ滋じ

て真喜濁曜を主主め霊堂90

..王手信事 潟組織務官土

砂宇奪還 1 B4400円

験望書務隠襲塁 午詰18普寺30分1:Eう午

後ヰ草寺30分

惨殺しi8<JJ 霊重量豊を議室星写る151品、

宝量産量感込醤(!建主霊祭縫言軍12.1'号霊童〉、

縫君主義襲 (r芸員長のもの!こ零議君主{的、

E謀総書主祭殿得E証言母還の容し後添え

てi砲撃毅産主譲れ提出してくださいa

b賂い合考コゼ j緩幾重宝庫宣言葉

F画轟極量唾塾塾
H語調層内聖書 生主主指導、長室言君、算

書主主主ど。議室休み滋豊富i遣さi'j爵cpo款
とめとして、 m …人一人のま醤語、事事

訟のブjを線認す書議事蓄を殺害苦緩霊護者

ガ{まい主主管。

..串U込み往復I¥1:J・キ!之佳話号、

見書襲名、き世銀名、保護老襲名、事究室

主吾、霊童言語、 ，]護休み.11草学年を草謡

館し、 fう月30閉ま<::'にCド官事2007、

〈主主〉淡孫子mシ11.'11一人将校ンヲ

一事務室翠宮(88)2200訟で

恒輔重層Z普通尋
傍受付真喜善事 61'事25日〈主〉彦匂<::'

傍受匁語語持奇 襲護派出話師、線軍事聖書事義

惨燦F暗号評定入量電 車97'在""

砂-'iJl.認書賓 7F33B(飽〉

惨襲塁い合わせ ~!~tお所、総重霊祭

事警官0471(67)9181 

怠っかしい官官1J6新ししミ喜究室長台、

置責点襲撃りて?お楽しみ〈去ささい。

砂89寺 7月3EヨCEヨ〉午前竹善寺
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..~僕 絞っ1まんの色、書受叡う重量
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調霞閤臨翻閤闇

コ?とジュりヱソトJ の名

!li:F'ゼソツィレソザが、主ま替の

ひたむき手な愛の慾互主を流慨に綴〈。

叫出演フルック・シールズほか

惨iニ理主時喜善 116分
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-E湿額調路6.11回顧国瞳
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しさを淡E昆しますa

*1¥、)1クパンド ?ァシふ
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①入軽量券のお求めは *盗殺襲警阜市誌のひらが隼ダイヌーヲ抵綿子J5

*ブックススズキ*然持議院本主春光主主判官ピー象十一種重重量筏

象中央公宗務*防総会直詩的湾総rひろがりJ 機デ吉宗会産宣

ませiv1Jo
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砂著書綿貫苦象 小学絞ら・ 6家主主、

中 華護絞生〈党議日促ヨ〉

子育妻都総建設公牲に弘人後認し¥.4芝し

設し芝α

砂題い会わ役務総会頭車

盗事話47ij=9j'ヨ!こ8中己控室盈炎11主主

喜重寄れ主主ことに{平い、ヰlE量主薬震認の
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主主孫子市古ID括主的健在室警護建組合

0)11島行治安~ø換員協還すまE夜、 ーが場主主

函繁華霊浪費語88主義務2耳請の嬢主をによ

り次のとおり綴賢します。

この談賀方針鐙について科薬関係

号室℃主雲隠.ooる泊1<1:.1司法{務条霧

怠し三人も少Z主くあり家主主ん。よとの

ような数合、機会事司寝具を災後iご合

主主さなるだめ、家意霊童毒事立寿時lこ炎患率

童霊能OE賢建場望書判や、本殺を華需主主1こ

霊長健三宮毛色紙霧むり許可害警期j唱をlR占ちる

ことがど宗務す。 1d:;j室、書主体的主主

手綴きさなc:詳しいことは、二f'韓家

寝室若者判断松戸主良部哲0473(88)5141

E衣でお罪雪いできわなく主主義い。

場⑧@場事
ミヨ演の葉書J'EIとより絞撃事真喜綬P:lC1ili 争犯朝058年祭事警の草案数社主主福詮11)

tラ空襲!こ意隊襲撃号機泌するこみiヴぞ 労 E了、黙ら毒事務'E重量毛主紫雲窒記された
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臼E世'C

惨緩実際問 等書D9B奇かそう午後ら

善幸a""'C
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ー脈問い合わt主 若葉p土絡を主E霊室長室主

義昌言語盟(55)04602または室主琶里震獲量軍

り惑した。
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実の絞要事J の託契野中、縦覧事態罪塁ガ

15王ヨまでとおってい廷のi革、 14B

さまでの差異りです。お詫びして言JiE
い絞しきす。=銃汚き言f機運華=

400 




